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本會観測部よb
　本會の臼的の一つを達成するナこめ192　V3g末から設けられナこ「櫻二部」は日
下下記の6課から成ってみる．
　（1）流星課………………課長it…小嶺孝二耶氏（紀州支部幹事）
　（2）　彗星課………………同………山本　一・．一清氏（京都市東一條）
　（3）愛光星課……・…・……・同………中村　　要氏（京都大學天文聖）
　（4）　太陽課…●・・…………同・・…・…上島　　昇氏（京都大臣天質：憂）
　（5）黄鑑光課………………同・…・・…稻葉　通義氏（京都大學天蓋豪）
　（6）虚報課・・…・…………同・・……・上田　穣氏（京都市田中里ノ前町13）
出品部員は，本會會員に限り，申出でたものの希望により上記の何回にで
も加入せしめる．人撒に制限はない．観測部費は毎即5銭の割で前納する
を要す．此等の部員には機關紙BU：LLETINが無代配布せられるばかりで
なく，必要に慮じ，手紙やハガキ等で天文三界の急報要報を知らせ，叉，
あらゆる指導をもする．
　今，各課の現況の大略を記すミ，流星課は暫く振はなかつナこが，今年初
から多くの観測者の参加によの頓に活氣を呈してみる．「天界」やBULLE－
TINにも近頃報じk通り，今年は1月初のカドラント座流星群，4月末の琴
座流星群，6月初のスキエレルプ流星群等の観測のため特別なプログラムが
作ちれ，我が國最初の流星同時観測も行はれナ：．叉，小乱課長や山本氏の文
も度々「天界」誌上に現はれ，部員たちの奮鋤を奨めてみる．いよいよ今年
も8月に入り，流星界が多忙の頂上になった。此の方面には爾ほ多くの新
會員が欲しい一いつも書く通り，此の部員には流星観測用の特製星囲を
いくらでも無代で進呈する．其の代り，観測結果は必ず戦時に報告して貰
ひkい。叉，本課では新しく改良型の流星用野台を今製作中である．
　彗星課は，實は余り振はない。會員中に彗星観測上適當な望遠鏡を持っ
てみる人も少なくないのであるから，故リrド氏の如く盛んに新彗星の登
見に努力して貰ひkいのだが，未だ多くの會員には此等の事情が徹底しな
いらしい，彗星捜索法は「天界」第10號第187頁にも書いてある．新彗星の
捜索ばかりでなく，既に位置の知れてみる彗星の位置や光輝なさの観測を
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やって貰ひたい希望もある．現に昨年末の大彗星の如きものも突然襲來す
るこεがあるのだから，解れについては「天界」毎號の彗星だよりを良く讃
んで貰ひナこいこミε，BULLETINの中に出る豫報を好く見て貰ひたい．
禽ほ將二巴の課の事業を嚢展させたい．幸か（？）不幸か，今漱米には彗星
捜索家が鋏けてるる．リード氏も亡くなり，世界全艦εして彗星界は淋し
い．此の機に乗じて我が國の聖心家が新嚢見の功名を學けるには良い時機
である・中村要氏は，さきに長野縣の田中氏（？）のナこめに彗星三見用の反
射望遠鏡を製作しナこ．
　憂光星課は今活躍の途申にある．京都大學には渡邊，四葉，小山，柴田，山
本等の諸氏が熱心に研究をやり，中村氏は近頃から非常に優秀な憂光星用
の星圖の製作に着手した．今後憂光星観測希望者には適當な星圖をいくら
でも賜るこミが出古る．攣光星観測法については「天界」第10號其の他に多
くの記事があるし，又，特に注意を要する星や，襯測に便利な星の星圖
な♂は誌上に度々掲載した．中村要引戸「趣味の天才観測」の中にも詳し
い詮明が書いてある．望遠鏡を：持つ人も，持たない人も大に愛光星に努
力して貰ひナこい．夏は叉，新星の多く出る天の河が頭上にある．綱常の
星座の知識を以って，新星の嚢見を目的εして活動するのも愉快なこごで
ある．
　太陽暦は数年前，一時30人ばかりの入が毎日の黒鮎襯測をやったりして
非常な盛況であっナこ．しかし，かねて心配してみた通り，今は此等の多撒の
側々が大部分中止して了って，やはり諏訪の三澤氏だけが著しく目につく．
一面に於いて之れは止むを得ないこSかも知れないが，毎月のBULLE－
TINを見ても分る通り，三澤氏の観測ですら曇りのために峡けるこSが
あるのだから，下れミ相ひ補ふために，北海道，門門，満洲あたりの熱心
家の観測績行が非常に望ましい．太陽は，何度も報告した通り，Ziが頂上
の活躍ぶりを見せてみる，來年頃からは幾らか嚢へ始める見込みである．
太陽紅鱈の槻測も，紳戸のSchofield氏が中止したのは残念であるが，京都
では，悪天氣ミ職ひつつ，中村氏が之れを綾寄してみる．長野の田中氏も
回れをやりteがって焦ってみるが，此の方は未だ着手してみない．京都大
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學では上島氏が毎日美しい太陽の分光平声を撮ってみるし，叉，柴田氏が
大型の太陽爲眞ε甲羅聖上を撮ってみる．叉，山本森川爾氏は黒黒週期や
活動の研究をやってみる．
　黄道光は目下大分縣の平井氏の掲り舞皇であるが，しかし之れには三澤
君其の他のやうに，前年からの経験家も多いのであるから，次ぎの秋の頃
からは此の課の活躍が望ましい，此の課のためにも，星圖を進呈する．
　回報課は此の頃最も實（み）のある活動をしてみる．殊に「天文年鑑」の出
叛は最も大事業の一つである，BULLETINの内容中にも此の課の活躍ぶ
りは伺はれる．「天鑑」の第2號は，山本氏を主任εして，目下計算編輯の
最中で忙しい．第一巻の成績により，第2巷のためにいろいろの忠言を望
む．
　爾ほ，最近の學界ε趨勢により，我が観測部には掩蔽課が新設しナこい希
望がある，多分之れは近いうちに實現するこεミ思ふ．
クロンメリン氏よリ來歌
　今朝Crommelin氏より手紙が到着：．誤算に封ずる詑び歌であるが，似れ
ミ共に最新の彗星（1927K）軌道要素を書いてよこしナこ．其れに蒜るミ，
　　近日鮎通過（T）　　　1927年十二月18日18340，U．T．，
灘li懲1｝一
　　近日鮎距離〔封歎〕（logq）　　　9．2462789
そして流星の輻射鮎は〔E．＆A。M．＼IV，（84），114．〕
　　　　　　　　　　　赤纏　　　330
　　　　　　　　　　　赤緯　　　＋39．
E算出してみる．之れが上記の中村氏の観測ε頗るよく一致してみるこε
は愉快である．（1928年七月4日．山本）
